











































































































































































る」と f"，てくれる」との混同、 f"，てくれる」と f"，てもらうJとの混同が目立った。 f"，
てあげる」と f"，てくれるj との混同の原因と、非用の原因は第1次調査の結果で述べた通














































と r'"-てもらう」との混同、 r'"-てくれる」と r'"-てもらう」との混同が観察された。非用















































必要である。また、今回は f授受表現Jにまつわる言語形式の操作面と、 f恩恵j を表すこ
とや「待遇j ということに関する日本語とアラビア語の発想面の違いが指摘できたので、
それを検証するような研究も必要で、あろう。また、本稿で提案した指導方法の効果を検証
する研究も必要だと考えている。
論文審査の結果の要旨
1 本研究の位置づけ
本研究は、アラビア語を母語とする学習者が外国語としての日本語 (JFL)を学ぶ状況において、
日本語の授受表現に絞って習得の困難さとその原因に迫り、教育的提案を行おうとしたものであ
る。日本語教育学における第二言語習得研究の母語別実証研究として位置づけられ、海外におけ
る日本語教育の発展に寄与することを目指した基礎研究である。之れまでなされてこなかったア
ラビア語を母語とした日本語学習者を対象とした実証研究であり、今後の当地での日本語教育研
究への先鞭をつけるべき研究として、その意義は大きい。
2 論文の構成
本稿は、大きく 2部に分かれ、まず第 i部では授受表現に関する先行研究を日本語学、日本語
教育学、第二言語習得研究の分野から論じた後、学習者の母語であるアラビア語と目標言語であ
る日本語との対照を行っている。その上で、今回調査対象としたエジプトの2つの高等教育機関
の日本語教育のカリキュラム、教材の詳細を記述している。これらの先行研究、対照研究、教育
現場の記述をふまえて、第2部では3次にわたって行われた調査研究の方法と結果の考察がなさ
れている。
第 1部の記述について、審査員からは特に教育現場の記述がそこまで詳細でなくてもよかった
というコメントもあったが、第2部の調査対象者をよりよく理解するため、また日本で必ずしも
よく知られていない教育機関の内容について、日本人読者を想定しているための説明としてなさ
れたものであり、趣旨は理解できる。
3 調査方法
第1次調査はカイロ大学における、第2次調査はカイロ大学とアインシャムス大学における調
査である。第2次調査のデータ収集方法の問題点 (2機関での収集法が同じでなかったこと)を
克服すベく第3次調査では再度カイロ大学とアインシャムス大学で、調査を行っている。データ
収集方法としては、談話完成法を使った筆記調査と、被調査者へのフォローアップ・インタピュ
一 75-
ーを行っている。もともとそれほど多くないエジプトの日本語学習者を対象とした研究で、しか
も2つの機関におけるデータ収集は容易なことではなかったはずだが、うまく協力を得て調査し
ている。ただ、調査項目の数については、多すぎると被調査者の負担になりきちんと回答しても
らえない可能性があり、少なすぎると各文法項目において信頼性の高い回答が得られないので、
その妥協点が難しい。本研究では、項目がやや少なかったというきらいがある。また調査紙その
ものも改良の余地が認められるという指摘をした。
4 結果考察
3回にわたる調査の結果、異なった教育機関であっても学習者のデータからは、授受表現に関
して共通の問題点が観察されるととがわかった。授受表現の中で、どのような項目に問題が多い
かを調べ、それぞれの原因に迫っている。中でも授受動詞「あげるJrくれる」に絡んだ混同が多
く観察され、その理由を多面的に解明しようとしている。特にアラビア語との比較から推論した
ところがユニークで、アラビア語を母語とする筆者ならではの洞察に基づき、データを使って論
じている。
学習者のコミュニケーション・ストラテジーとして fあげるJを多用していることがインタビ
ューでわかったこと、文構造の類似性から「あげるJrもらうJを識別しにくいこと、またアラビ
ア語の "mw昨in"という表現の影響で依頼場面において日本語の受益表現がうまく使えないこ
となど、これまでにない指摘がなされている。さらに、本論で「交換依頼ストラテジーJと名付
けられた待遇表現の使用ルールは、今後アラビア語話者の文化背景と共に探求されるべきもので
あると考えられる。また審査員からは、待遇表現がアラビア語では日本語と異なる装置で働くと
とが興味深いので、今後受益表現に限らず使役表現等にも広げて研究してはどうかというアドバ
イスがなされた。
限られたデータであるとは言え、日本語の受益表現を習得するにあたり、アラビア語母語話者
特有の困難さが重層的に存在することが論じられており、本稿の考察は日本語教育学への貢献と
して認められる点で審査委員会は一致した。
5 総評
データ収集方法や、データ数に限界や問題が残るとはいえ、アラビア語母語話者を対象とした
初の本格的実証研究であることだけにとどまらず、今後の研究の方向性を多方面で示唆し、本研
究が外国語としての日本語教育の習得研究に与える意義は大きく、日本語教育の発展に寄与する
ことが見込まれるので博士論文として質量ともにふさわしいと認められる。
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